
石川工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 環境保全工学
科目基礎情報
科目番号 17640 科目区分 専門 / 必修
授業形態 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 環境都市工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 髙野 典礼
到達目標
1.自然環境の基本現象を説明できる。
2.環境問題を説明できる。
3.環境保全への取り組みを説明できる。
4.課題発表を通じて、プレゼンテーション能力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 自然環境の破壊現象を説明できる
。

自然環境の基本現象を説明できる
。

自然環境の基本現象を説明できな
い。

評価項目2 身近な環境問題を説明できる。 国際的な環境問題を説明できる。 環境問題を説明できない。

評価項目3 環境保全への取り組みを提案でき
る。

環境保全への取り組みを説明でき
る。

環境保全への取り組みを説明でき
ない。

評価項目4 聴衆を引き付けるプレゼンテーシ
ョン能力を身につけている。

プレゼンテーション能力を身につ
ける。

プレゼンテーション能力を身につ
けていない。

学科の到達目標項目との関係
本科学習目標 1 本科学習目標 2 本科学習目標 3 本科学習目標 4
創造工学プログラム B1専門(土木工学)
教育方法等

概要
自然環境にかかわる基礎的な知識や環境問題の現状や課題について学び，次に環境保全の考え方，環境管理の手法，環
境創造にかかわる技術，水や土壌等の浄化技術について学び，幅広い視点から自らの立場を理解し，社会や環境に配慮
できる。
また，課題発表を通じて，自分の考えを正しく表現し，公正に意見を交換することができる。

授業の進め方・方法 【関連科目】
環境工学，環境都市施設工学

注意点

本講義では教科書を用いないので，講義ノートをしっかりと取ること。
新聞、雑誌、インターネットなど，関連ニュースで予習復習を行うこと。
合格点に満たない者に対しては追試を行う。
【評価方法・評価基準】
中間試験を実施し、期末は課題発表を当てて評価する。
1.　前期；　課題発表(50%)，期末試験(50%)
2.　後期；　中間試験(50%)，課題発表(50%)
成績の評価基準として60点以上を合格とする。

テスト
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 課題作成　
課題：自然環境への取り組み(政策) プレゼンテーション能力を身につける。

2週 課題作成 プレゼンテーション能力を身につける。
3週 課題作成 プレゼンテーション能力を身につける。
4週 課題作成 プレゼンテーション能力を身につける。
5週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。
6週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。
7週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。

8週 総合環境政策 環境保全への取り組みを説明できる。

2ndQ

9週 総合環境政策 環境保全への取り組みを説明できる。
10週 地球環境・国際環境協力 環境問題を説明できる。
11週 地球環境・国際環境協力 環境問題を説明できる。
12週 廃棄物・リサイクル対策 環境保全への取り組みを説明できる。
13週 自然環境・生物多様性 自然環境の基本現象を説明できる。
14週 自然環境・生物多様性 自然環境の基本現象を説明できる。
15週 第15週復習
16週

後期 3rdQ

1週 大気環境・自動車対策 環境保全への取り組みを説明できる。
2週 水・土壌・地盤環境の保全 環境保全への取り組みを説明できる。
3週 水・土壌・地盤環境の保全 環境保全への取り組みを説明できる。
4週 保健・化学物質対策 環境保全への取り組みを説明できる。
5週 保健・化学物質対策 環境保全への取り組みを説明できる。
6週 放射性物質対策 環境保全への取り組みを説明できる。
7週 地方環境対策 環境保全への取り組みを説明できる。



8週 課題作成　　　課題：環境保全への取り組み(環境技術
など) プレゼンテーション能力を身につける。

4thQ

9週 課題作成 プレゼンテーション能力を身につける。
10週 課題作成 プレゼンテーション能力を身につける。
11週 課題作成 プレゼンテーション能力を身につける。
12週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。
13週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。
14週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。
15週 課題発表 プレゼンテーション能力を身につける。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 40 10 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 40 10 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


